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８/５(土) 

４年ぶりの開催 
地区民をつなぐ 
宮川地区伝統行事 
「虫送り」 
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大
切
な
伝
統
行
事
を 

 

守

り
伝

え
る 

 

 雲一つない満天の星空の下、4 年ぶ

りに開催された「虫送り」行事。各区

から定刻どおり松明行列を組んだ8つ

の虫送り太鼓が順次中央会場（旧宮川

小学校校庭）に集結。 

来賓として松崎市長、松崎県議が列

席くださり、厳かに良継寺ご住職によ

る「虫供養」法要が執り行われました。 

続いて温かい祝辞を頂戴したあと

は、各区太鼓が披露され、古式にのっ

とった太鼓や鉦の囃子や歌の統一太

鼓で会場はにぎわい、地区民がひとつ

につながりました。青年クラブのバザ

ーも華を添え、〆は宮川花火衆“彩花”

による打ち上げ花火が夜空を彩り、幕

を閉じました。 

▲ 19：30中央会場（旧小学校グラウンド）集結前に、各集落では太鼓の打ち込みが披露される。 

▼ 地区内の集落から８つの虫送り太鼓が、たいまつ行列を組んで中央会場に向かう。 

宮川まちづくり協議会公認キャラクター『宮里ひまわり』お披露目ＰＲ うちわを配布 ▲ 

宮川集落８つの虫送り太鼓 

＊大戸区 ＊竹長区 ＊本保区 

＊大谷区 ＊新保区 

＊加茂区・小北 ＊加茂区・高森 

＊加茂区・高屋 

「
虫
送
り
」
と
は 

虫
送
り
は
例
年
８
月
に
、

各
区
ご
と
に
夕
方
に
集
合

し
、
太
鼓
打
ち
か
ら
始
ま
る
。

太
鼓
打
ち
は
、
小
・
中
学
生

の
男
女
が
中
心
に
な
る
。
日

暮
れ
と
と
も
に
、
松
明
に
火

を
つ
け
行
列
を
組
ん
で
中
央

会
場(

宮
川
小
学
校
校
庭)

に

集
合
す
る
。
道
中
は
、
鉦
・

太
鼓
と
道
行
き
歌
で
囃
す
。

中
央
会
場
に
到
着
後
は
僧
侶

に
よ
る
虫
供
養
の
法
要
が
行

わ
れ
る
。 

 

こ
の
虫
送
り
行
事
は
、
古

来
よ
り
全
国
的
に
農
村
部
に

分
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
戦
後
、
誘
蛾
灯
や
農
薬

の
普
及
と
と
も
に
急
速
に
後

退
し
た
。
宮
川
地
区
で
は
戦

後
し
ば
ら
く
中
断
の
時
期
が

あ
り
、
昭
和
54
年
に
大
戸
区

と
加
茂
区
で
復
活
し
た
。 

昭
和
56
年
か
ら
は
中
央

会
場
を
宮
川
小
学
校
と
し
、

太
鼓
の
調
子
も
新
保
区
の
も

の
に
統
一
し
、
虫
供
養
の
法

要
を
追
加
し
て
行
事
化
し

た
。
昭
和
58
年
に
保
存
会
が

結
成
さ
れ
、
以
来
宮
川
地
区

の
最
大
行
事
と
し
て
維
持
さ

れ
て
い
る
。 

 

古
来
の
稲
作
に
関
連
し
て

重
要
な
行
事
が
小
浜
市
で
は

幸
い
な
こ
と
に
宮
川
地
区
で

そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。
現
状

と
し
て
宮
川
地
区
だ
け
に
残

存
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し

て
も
、
若
狭
地
方
の
夏
の
農

耕
行
事
を
考
え
る
上
で
貴
重

で
あ
る
。 

平
成
15
年
に
、
小
浜
市
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。 

参
考
文
献 

「
わ
か
さ
宮
川
の
歴
史
」 

▲ ６Ｍ前後の風が吹く中、打ち上げ作業が

大変だったと思います。見事な〆でした。 
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続き 
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花材 

黒竹、アンスリューム 

ハイブリットスターチス 

エリンジューム 

入才らん、てまり 

共催：宮川グリーンネットワーク・宮川子ども会 

8/6(日)野木川生き物調査 
夏休み恒例の野木川生き物調査。連日の猛暑も何のそ

の今年も約60人の親子が参加しました。網を手にザブ

ザブと川に入り魚やエビ、カニなどを捕獲。絶滅危惧種

の「ドジョウ」もいて、貴重な自然学習体験を楽しみま

した。前夜は虫送り行事で少しハードな保護者の方もい

らっしゃったのでは？皆さんお疲れさまでした。 

◀
捕
獲
し
た
生
き
物
の
生
態 

説
明
を
、
熱
心
に
聞
き
入
る
。 

昨年に引き続き今年も 

心強い3人のサポーターに 

大変お世話になりました。 

 

 

＊正木 慶子さん （新保区） 

＊松宮 惠子さん （加茂区） 

＊畠中 美智恵さん（大戸区） 

参加ありがとう！夏休み子ども教室 
7/26(水) 27(木)28(金)3 日間開催！ 

３日間の基本的なスケジュール 

 ９時 ～ １０時 自主学習 

１０時 ～ 11時半まで レクレーション 

レクレーション＊２日目＊ 

WACおばま・鳥居直也さん

による「ソーラークッキング」 

楽器を作って楽しもう！では 

「草の葉」「ストロー」で笛作り 

「ポリバケツ」で太鼓を作ろう 

レクレーション＊３日目＊ 

「なぞなぞクイズ」と 

エコ工作で楽しみました。 

【ブックカバーでバッグ作り】

【チラシでフリスビー作り】 

レクレーション＊１日目＊ 

『体育館であそぼう』では 

「玉入れ」と「紙コップ積み」

チーム戦でゲームを楽しみ

ました。 

旧宮川小学校＝宮川ふるさと館を利活用し、学年

の違う宮川っ子をつなぎ、かつ居場所作りとして、

今夏もコミュニティセンター主催の「夏休み子ども

教室」を３日間開催しました。 

 ３日間を通して、児童からあふれる笑顔と何でも

一生懸命取り組む姿から元気をもらいました。 

講師は長泉寺・漆崎紀子さん 

お盆用のお花を準備してくだ

さいました。黒竹を主材に足元に

花が生けられ「てまり」が涼やか

に、かつ華やぎを添えています。 

夏の花の花言葉は情熱的！？ 

アンスリューム(恋にもだえる心) 

エリンジューム(秘めた愛) 💗 

８/12(金) 

いずみの会生け花教室 

 

◀ ちょっと脳内を 

リフレッシュ！ 

かけ引きが楽しい 

「なぞなぞクイズ」 

▼ 一点に集中！ 

エコ工作では、子ども図書で 

不要になったブックカバーで 

バッグ作り。 

楽しいゲームに歓声が響く体育館 

▲ コツをつかんで鳴った時が 
超うれしい！ニッコリ笑顔の 
草笛作り。 

▼ 強力な太陽光を体感して、 
びっくり楽しいソーラークッキング。 
激ウマ！フワフワ炒り卵・ポークビッツ 

▲▼手作りポリバケツの太鼓。 
重厚感のある音響。「さんぽ」の
歌に合わせてノリノリ大合奏。 
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13 日(水) ９月定例区長会 

14 日(木) 宮川ココカラ元気教室 

19 日(火) すこやかクラブ(100 歳体操)定例日 

         午前 10 時～宮川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

24 日(日) 「美やが和子ども図書」開放日 

27 日(水) はなまる広場 

30 日(土) 宮川子ども会「秋祭り」 

依然、野木駐在所管内において、 
空き巣・忍び込み などの 
窃盗事件が多発しております。 
忍び込みとは 

『家人が就寝時に住宅に侵入し金品を盗む』 
という犯罪です。 
夜間でもまだまだ気温は高く、 

玄関ドアや窓を開放したままの 
状態で、夜を過ごす人も多いと 
思われますが、 

忍び込みをする者は、 
家屋内に人がいても 
入ってきます。 

 

被害に遭わないため、 
出かける際の戸締りをはじめ、 
就寝時も 
無人の部屋の鍵、玄関ドアは、 

しっかりと鍵をかけることが 
防犯に対しとても有効です。 
防犯へのご協力を 

よろしくお願い申し上げます。 

決まり次第ご案内させていただきます 

主催：宮川子ども会  

日時 令和５年９月３０日(土) 
場所 宮川ふるさと館＋体育館 
楽しいレクレーションを企画中！！ 

＊後日チラシを配布します＊ 

 

「鳳足石硯」がテーマ 
～地域の歴史・文化を守り伝える～ 

小浜市の歴史と文化を守る市民の会 × 

酒井家文庫 コラボ展示開催中！ 

小浜市指定文化財に登録された「鳳足石硯」を 

テーマにとりあげられた展示会。酒井家文庫資料 

とともに、宮川まちづくり協議会・宮川鳳足石硯 

研究会が協力しました。 

みどころは、＊ホンモノの資料を展示＊ 

書家としても評価の高い、京都の著名儒学者 西依 

成斎が使った鳳足石硯と江戸時代に小浜藩が鳳足石

硯を販売した時の、今でいう広告文。 

皆さま、この機会に是非お立ち寄りください。 
 

 展示期間 令和5年9月30日（土）まで開催中 

 展示時間 9時～１８時 

 展示場所 小浜市立図書館６階  ＊撮影OK＊ 

＊イベントの開催や休館日にご注意ください＊ 

９ 月 の休 館 日  

4 日(月)、11 日(月)、17 日(第 3 ㊐・家庭の日) 
18 日(月・敬老の日)、19 日(火・振替休館日) 
23 日(土・秋分の日)、25 日(月) 

 宮川コミュニティセンター学級教室  詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

コロナの3年間で出かける機会が減り、人との 

関りがめっきり少なくなっていませんか？ 

人とのつながりの大切さに気づいた今だからこそ 

「はなまる広場」を開催することになりました。 

９月～１１月の第４水曜日・午前中に 

宮川コミュニティセンターで開催します。 

毎
年
持
参
く
だ
さ
る 

サ
ギ
草
に
癒
さ
れ
ま
す

◀ 

珍
し
い
ソ
テ
ツ
の
花 

オ
ス
で
し
た

◀ 

▼ ▶ 一晩に 
最高19ケの 
花をつけた 
月下美人 
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